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ご長寿おめでとうございます



2紀州農語り 2

高
品
質
な
ミ
カ
ン
を
作
る
た
め

基
礎
づ
く
り
を
を
大
事
に
す
る【

ミ
カ
ン
】

温州みかん20a、清見10a、

梅 80a、水稲30a、

野菜 20aを栽培しています。

日高川町山野

垣
かき　うち

内　宏
ひろ

和
かず

さん（41才）



3 紀州農語り

　

38
才
で
就
農
し
た
宏
和
さ
ん
。
現
代
、

情
報
化
の
社
会
で
『
農
業
』
に
チ
ャ
ン
ス

が
多
い
と
感
じ
、
農
業
を
始
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
に
つ
い

て
「
青
年
部
に
所
属
し
て
い
た
頃
に
は
栽

培
方
法
、
管
理
、
技
術
な
ど
の
基
礎
を
部

員
の
方
達
か
ら
学
び
ま
し
た
。
農
家
の
先

輩
方
か
ら
勉
強
す
る
事
が
ま
だ
沢
山
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
き
た

い
し
、
技
術
も
向
上
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
で
す
」
と
宏
和
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

ま
た
柑
橘
類
以
外
に
も
、
梅
、
水
稲
、

野
菜
の
栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
温
州
み
か
ん
『
日
南
』
は
9
月
末
～
10

月
、『
宮
川
』
は
11
～
12
月
、晩
柑
『
清
見
』

は
2
～
3
月
に
収
穫
し
ま
す
。
3
月
頃
か

ら
柑
橘
類
の
剪
定
、
防
除
を
行
い
ま
す
。

今
年
の
収
穫
量
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
ほ

ぼ
同
じ
量
ぐ
ら
い
だ
と
い
い
ま
す
。
鳥
獣

害
被
害
で
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

品
質
は
良
好
で
出
荷
で
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
宏
和
さ
ん
は
「
収
穫
す
る
の
が
一
番

嬉
し
く
、
楽
し
い
で
す
。
自
分
の
や
っ
て

き
た
結
果
が
収
穫
に
至
る
の
で
、
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
に
反
省

点
を
見
つ
け
て
、
日
々
勉
強
し
ま
す
。
特

に
基
礎
づ
く
り
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。
目
標
で
『
昨
年
よ
り
、
今

年
の
方
が
良
い
物
を
作
る
。
ま
た
、
よ
り

高
品
質
な
も
の
を
作
る
』
と
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

最
近
珍
し
い
農
産
物
が
話
題
と
な
っ

て
、
テ
レ
ビ
等
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ク
チ
ー
を
料
理
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
に
、
宏
和
さ
ん

は
パ
ク
チ
ー
の
栽
培
も
挑
戦
し
て
み
た
い

と
い
い
ま
す
。
ま
た
柑
橘
類
で
も
、
ゆ

ら
早
生
の
栽
培
も
し
て
み
た
い
と
話
し
ま

す
。

　
最
後
に
「
美
味
し
い
ミ
カ
ン
を
作
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
宏
和
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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『
農
業
』に
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
！

そ
こ
に
気
づ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

収
穫
が
一
番
の
楽
し
み

目
標
掲
げ
て
取
り
組
む

柑
橘
や
野
菜
の

珍
し
い
作
物
に
注
目
！
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ご長寿おめでとうございます！
　9月17日、敬老の日でした。ＪＡ紀州は99歳以上の組合員（組合員ご家族）の方々に表敬訪問し、
花束と記念品を渡して、ご長寿祝いをさせていただきました。さらに、これからも元気に過ごしてほ
しい気持ちを伝えました。

①日高川町　榎木　美恵子さん（100歳）
②日高川町　東村　房子さん（102歳）
③日高川町　天野　フジヱさん（102歳）
④日高川町　硲野　タネさん（102歳）
⑤龍神村　　伊藤　さきえさん（100歳）
⑥龍神村　　上森　花子さん（99歳）
⑦美浜町　　池上　みちさん（100歳）
⑧美浜町　　村尾　千代子さん（100歳）
⑨美浜町　　丸山　百合子さん（100歳）
⑩由良町　　川村　テイさん（101歳）

⑪印南町　　寺西　カツヱさん（103歳）
⑫印南町　　早田　フジヱさん（100歳）
⑬みなべ町　岡田　コシエさん（102歳）
⑭みなべ町　瀧本　文吉さん（99歳）
⑮みなべ町　中川　スズエさん（99歳）

※都合により、写真がございません。
　ご了承下さい。
◎湯川町　　阪本　徳さん（101歳）
◎みなべ町　池田　ユリエさん（101歳）

1

2

3

4

5

6
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11

10

914

15

813

712
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自己改革
JAでは、地域の子ども達の食農教育を支援しています。
営農指導員、くらしの活動課職員、青年部員、支店職員などがお手伝いしています。

食農教育支援
～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

稲刈り稲刈り

大根たねまき稲刈り

大根たねまき

藤田小学校

野口小学校

力いっぱい使って稲刈りをしました！

「大根おおきくなあれ♪」と気持ちを込めて種をまきました

御坊幼稚園

稲原中学校

いなみこども園・印南小学校

9 月 11 日　5年生 29人9月14日　3年生18人・5年生21人

9月21日　�年長 23人・
年中 26人・年少 20人9月 18日　全校生徒 22人

9月18日　�年長66人・年中51人・
3年生25人・4年生33人



7 トピックス

9
月
2
・
15
・
16
日
、
第
41
回
学
童
部
日
高
支
部
秋
季
大
会
兼
第
14
回
Ｊ
Ａ
共
済
杯

学
童
軟
式
野
球
大
会
日
高
支
部
予
選
が
開
催
さ
れ
、
20
チ
ー
ム
の
野
球
ク
ラ
ブ
が
参
加

し
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
御
坊
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
南
部
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
が
内
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
を
4
対
1
で
制
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
上
位

2
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

学
童
部
日
高
支
部
秋
季
大
会
兼

JA
共
済
杯
学
童
軟
式
野
球
大
会

第41回第14回

南
部
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

内
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

●第３回講座
　体幹・体軸を整える！ピラティスに挑戦
9 月 26 日、JA紀州本店で第３回講座を開催し、受講

生 13人が参加しました。ピラティスインストラクターの

Ritsuko( りつこ ). さん指導のもと、慣れない体勢キープ

に悪戦苦闘しつつも、受講生たちは楽しみながらピラティ

スに取り組みました。Ritsuko. さんは「自分ができる範

囲で、継続することが大切です。今日覚えたことを家でも

続けてくださいね」と呼びかけていました。

●第２回講座
　感性・繊細さを創作！押し花体験
8 月 22 日、がいなポートで第 2回講座を開催し、受講

生 13人が参加しました。押し花インストラクターの松井

順子さんを講師に招き、色とりどりの押し花を使った作品

の魅力を伝えていただきました。作品作りでは、ポストカー

ドサイズの用紙に、好みの色和紙を敷き、その上に押し花

を配置していきました。個性豊かで素敵な作品が仕上がり

ました。

女性大学ヴィーナス第４期　愛と美と豊で自分をチェンジ！

▲繊細な押し花をピンセットで慎重に並べていきました▲Ritsuko. さん（写真奥）によるレッスンの様子

自己改革
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●講習会・勉強会
8 月 24 日、由良町衣奈でニンニクの栽培講習会を開催
し、生産者 31人が参加しました。

●柑橘
9 月 8 日、みなべいなみ
柑橘部会は摘果確認園地巡
回を行いました。摘果の完
成度を確認するとともに、
各園地の肥大や糖度の調査
をしました。

8月 28 日、直売所利用会はアグリセンターみなべで、
スマホ活用勉強会を開催しました。スマートフォンの基
礎や、進化するＩＴ技術の紹介、ＳＮＳの種類と活用方
法などを学びました。

9月 13日、川辺選果場で
極早生みかん（ゆら早生・
日南 1号・上野早生）の果
実分析を行いました。今年
は生育が早く、雨も多かっ
たためにクエン酸の下りが
早く、平年より早く出荷ス
タートする見込みです。

8月 29日、清川集出荷場の起工式を行いました。芝光

洋組合長、小谷芳正みなべ町長、JA役職員、関係者の

20人が参加しました。

清川事業所管内では、青梅以外の企画原料（完熟梅）

や新品種「露茜（つゆあかね）」の生産に力をいれており、

さらなる農産物の生産拡大により、農家所得向上に努め

ます。また農繁期

以外は梅干し原料

や資材倉庫として

利用し、年間を通

した有効利用を計

画しています。

9月 26日、第 2回講座「江戸時代から続く伝統的な方

法で仕込んだ『藍』を使っての藍染め体験」を龍神村「藍

染計良（アイゾメケイラ）」で開催し、受講生 8人が参加。

計良 容子さんに指導していただき、使うほど味が出る本

物の藍染めで世界にひとつの作品を作りました。受講生

は「初めて体験し

たけど、夢中になっ

て楽しくできた」

と笑顔が溢れてい

ました。

清川集出荷場　起工式
さらなる農家所得向上目指す

8 月 18 日、日高川町小熊でバーベキュー大会を開催し、

親睦を深めました。

御坊手話サークル
ＢＢＱ大会開催

男性講座「粋」くらし道場
第2回講座　藍染め体験

自己改革自己改革

営農販売　トピックス



9 あぐりガイド

あ り

ド

ぐ

イガ

梅
園
管
理
に
つ
い
て

元
肥
（
9
月
）

　

来
年
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
積
す
る
た
め

の
重
要
な
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
の
施

用
は
、主
に
根
に
移
行
後
、翌
年
の
果
実
・

葉
・
新
梢
・
根
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

施
肥
名
・
量
に
つ
い
て
は
、
各
営
農

指
導
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

白
紋
羽
病
防
除

枯
れ
た
樹
の
根
は
、
堀
り
上
げ
園
外

に
出
し
て
下
さ
い
。

定
植
時
に
苗
木
に
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド

Ｓ
Ｃ
500
倍
を
１
本
当
た
り
50
～
100
Ｌ
潅

注
し
ま
し
ょ
う
。

強
風
・
台
風
対
策

風
の
影
響
を
受
け
る
園
で
は
、
防
風

樹
や
防
風
ネ
ッ
ト
等
で
、
強
風
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
幼
木
は
、
根
が
少
な
い
た
め
倒

伏
し
や
す
く
、
支
柱
等
で
固
定
し
て
下

さ
い
。

も
し
、
倒
れ
た
場
合
は
、
根
を
切
ら

な
い
よ
う
に
し
土
を
入
れ
、
休
眠
期
に

お
こ
し
て
下
さ
い
。

新
植
・
補
植
穴
の
準
備
（
1
穴
当
た
り

の
土
壌
改
良
資
材
の
施
肥
例
）

◦�
苦
土
セ
ル
カ
2
号
（
２
㎏
）
又
は
苦

土
石
灰
（
２
㎏
）

◦�

ハ
イ
フ
ミ
ン
（
20
㎏
）
ま
た
は
ア
ヅ

ミ
ン
（
２
㎏
）

◦�

梅
一
発
（
14
︱
11
︱
13
）
1
～
２
㎏

を
施
用
し
て
、
土
と
よ
く
混
和
し
て

下
さ
い
。

緑
肥
作
目
の
播
種

　

園
地
の
土
壌
流
亡
、
有
機
物
の
補
給
、

敷
き
草
に
よ
る
土
壌
の
乾
燥
防
止
・
地

温
の
寒
暖
の
差
を
少
な
く
す
る
等
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
品
種
）
ヘ
ア
リ
ベ
ッ
チ
・
イ
タ
リ
ア
ン

　

ラ
イ
グ
ラ
ス
・
ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ
な
ど

（
播
種
適
期
）
９
月
下
旬
～
10
月

＊
降
雨
前
に
播
い
て
下
さ
い
。

整
枝
・
剪
定
（
剪
定
の
順
序
）

①�

主
枝
（
1
番
太
い
枝
）
の
先
端
よ
り

行
い
ま
す
。

②
亜
主
枝
・
側
枝
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

③�

細
か
い
部
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、
太
い
不

必
要
な
枝
の
間
引
き
に
心
掛
け
ま
す
。

④�

主
枝
は
2
～
3
本
・
亜
主
枝
は
主
枝
に

対
し
て
2
～
3
本
を
基
本
と
し
ま
す
。

幼
木
～
8
年
生
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
形
づ
く
り
】

開
心
自
然
型
を
基
本
と
し
て
、
主
枝
・

亜
主
枝
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
、
枝
の

う 

め

先
端
を
下
垂
さ
せ
な
い
樹
形
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。
特
に
、
同
年
（
車
枝
）
を

整
理
し
、
枝
の
切
り
返
し
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

成
木
（
ポ
イ
ン
ト
）

【
樹
勢
維
持
・
高
品
質
果
実
生
産
】

　

成
木
に
な
る
と
毎
年
安
定
し
た
生
産

量
を
確
保
す
る
た
め
に
、（
樹
間
７
～
８

ｍ
・
10
ａ
当
た
り
16
～
20
本
）
を
目
指

し
密
植
を
避
け
て
下
さ
い
。
太
い
枝
を

少
な
く
、
内
部
に
日
光
を
当
て
て
結
果

枝
を
多
く
し
、
新
梢
発
生
･
２
～
３
年

枝
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
結
果
枝
の
切

り
返
し
を
多
め
に
行
い
、
古
く
な
っ
た

結
果
枝（
４
年
枝
以
上
）は
更
新
し
ま
す
。

特
に
毎
年
着
果
の
多
い
枝
で
は
、
切
り

返
し
剪
定
を
多
く
行
い
、
着
果
制
限
に

努
め
ま
す
。

①�

主
枝
の
先
端
：
充
実
し
た
芽
ま
で
切

り
返
し
、
新
梢
の
発
生
を
促
し
て
下

さ
い
。

②�

主
枝
の
確
立
：
先
端
が
下
垂
し
て
い

る
場
合
は
徒
長
枝
を
切
り
返
し
、
新

し
い
主
枝
を
作
っ
て
下
さ
い
。

③�

亜
主
枝
づ
く
り
：
第
一
亜
主
枝
は
、

主
枝
の
分
岐
部
よ
り
１
ｍ
程
度
と
し

ま
す
。
枝
先
端
は
発
生
基
部
よ
り
下

垂
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
。

１年生～２年生

※�主枝は同じ場所から２本出さないように注意する。

40㎝
80㎝60

３年生～４年生

※�あまり早く、亜主枝
をとらない。
※�主枝を立てて根を
深く入れる。

50～60℃

約１m

※�主枝・亜主枝の先端の処理は必ず 
   1本にし、40㎝程度に切り返す。

主枝（切り返し）
1/3～2/3
太さに応じて
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本
格
的
な
温
州
み
か
ん
の
収
穫
を
迎

え
ま
し
た
。
収
穫
前
に
も
う
一
度
極
小

果
や
傷
果
等
の
樹
上
選
別
を
行
っ
て
下

さ
い
。

ま
た
、
先
月
の
台
風
21
号
で
強
風
に

よ
る
樹
の
倒
木
、
落
葉
、
落
果
さ
ら
に

海
岸
線
や
川
沿
い
を
中
心
に
塩
害
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
園
地
で
は
次
の
対
策
を
行
っ
て

下
さ
い
。

強
風
・
塩
害
対
策

葉
が
落
葉
し
て
い
る
樹
で
は
果
実
を

全
摘
果
し
て
樹
勢
の
衰
弱
を
防
ぎ
枝
が

枯
れ
こ
ん
で
い
る
場
合
は
健
全
部
ま
で

切
り
返
し
て
下
さ
い
。

倒
伏
し
た
樹
は
土
壌
が
乾
燥
し
な
い

う
ち
に
起
こ
し
て
根
元
に
土
を
被
せ
て

下
さ
い
。

　

太
い
枝
が
折
れ
て
い
る
場
合
は
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
て
、
切
り
口
を
バ
ッ
チ
レ

柑
橘
類

ー
ト
等
で
塗
布
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
中
晩
柑
類
の
か
い
よ
う
病
の
防

除
に
ア
ビ
オ
ン
Ｅ
1,000
倍
加
用
の
Ｉ
Ｃ
ボ

ル
ド
ー
６
６
Ｄ
を
60
倍
で
散
布
し
て
下

さ
い
。

仕
上
げ
摘
果

早
生
、
中
生
に
つ
い
て
は
仕
上
げ
摘

果
の
時
期
で
す
。

小
玉
果
、
奇
形
果
、
傷
果
、
病
害
虫

被
害
果
等
を
摘
果
し
て
下
さ
い
。

着
果
量
が
少
な
い
樹
で
は
大
玉
果
に

な
っ
て
も
摘
果
せ
ず
秋
芽
の
発
生
が
し

な
く
な
る
10
月
中
旬
以
降
ま
で
遅
ら
せ

て
下
さ
い
。

夏
秋
梢
の
管
理

　

着
果
量
が
少
な
い
樹
で
は
9
月
の
降

雨
が
多
い
と
夏
秋
梢
が
発
生
し
ま
す
。

　

放
置
し
て
お
く
と
樹
形
が
乱
れ
、
翌

年
の
直
花
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
か
い

よ
う
病
の
発
生
源
に
も
な
る
の
で
10
月

中
旬
以
降
に
除
去
し
て
下
さ
い
。

①�

翌
年
の
結
果
母
枝
を
確
保
す
る
た
め

に
、
春
枝
と
夏
枝
の
境
目
に
あ
る
コ

ブ
を
残
し
て
切
除
す
る
。

②�
直
立
性
の
強
い
夏
枝
は
、
春
枝
ま
で

戻
っ
て
間
引
く
。

早
生
の
収
穫
前
の
腐
敗
防
止
剤
散
布

　

い
よ
い
よ
11
月
か
ら
早
生
み
か
ん
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
収

穫
の
前
日
ま
で
に
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25
の

2,000
倍
+
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
4,000
倍
の
混

用
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
収
穫
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

秋
雨
に
よ
っ
て
効
力
が
低
下
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
農
薬
は
使
用
回
数
制

限
内
で
再
散
布
し
て
下
さ
い
。

◦�

ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25
（
収
穫
前
日
ま
で

3
回
散
布
以
内
）

◦�

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
（
収
穫
前
日
ま

で
4
回
散
布
以
内
）

ゆ
ら
早
生
収
穫
後
の
樹
勢
回
復

　

収
穫
後
は
、
樹
勢
回
復
の
た
め
早
急

に
施
肥
、
千
代
田
液
肥
1,000
倍
を
10
日
間

隔
で
2
～
3
回
以
上
と
潅
水
（
降
雨
が

な
い
場
合
）
を
行
い
、
翌
年
の
着
果
確

保
に
努
め
て
下
さ
い
。

温
州
み
か
ん
の
秋
肥
の
施
用

本
年
は
全
体
的
に
着
果
量
が
少
な
く

次
年
度
は
反
対
に
多
く
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
樹
勢
低
下
防
止
と
貯

蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
秋
肥
を
11
月
15

日
を
目
安
と
し
て
降
雨
前
ま
で
に
施
肥

し
て
下
さ
い
。（
柑
橘
施
肥
基
準
を
参
照
）

中
晩
柑
の
秋
肥
施
用

果
実
肥
大
、
貯
蔵
性
向
上
、
樹
勢
維

持
回
復
の
た
め
柑
橘
施
肥
基
準
を
参
考

に
施
肥
し
て
下
さ
い
。

④�

同
年
枝
の
剪
除
：
車
枝
は
樹
形
と
樹

勢
を
乱
す
た
め
、
整
理
し
て
下
さ
い
。

⑤�
成
木
の
剪
定 

：
不
必
要
な
太
枝（
内
向

枝
・
平
行
枝
・
下
垂
枝
･
直
上
枝
・
徒

長
枝
）を
間
引
き
剪
定
し
て
下
さ
い
。

◦�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
１
本
と
し
、

必
ず
切
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

側
枝
は
３
年
以
上
結
果
す
る
と
、
枝

が
黒
ず
ん
で
先
端
の
み
に
結
果
す
る

た
め
、
新
し
い
緑
色
の
側
枝
に
更
新

し
て
下
さ
い
。

◦�

枝
の
先
端
を
切
り
返
し
て
、
結
果
枝

の
増
加
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

樹
勢
の
弱
い
樹
の
剪
定

　

徒
長
枝
の
発
生
が
少
な
く
、
細
か
い

枝
が
多
い
樹
勢
の
弱
っ
た
樹
は
切
り
返

し
剪
定
や
切
り
戻
し
剪
定
に
よ
り
、
若

い
枝
を
発
生
さ
せ
樹
勢
回
復
と
大
玉
果

不必要な太枝

�主枝・亜主枝の先端を１本とし先端を
切り返す

先端を△角形に
なるよう、
剪定する。

下垂枝交叉枝

内向枝
平行枝

徒長枝
直上枝

づ
く
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

＊�

主
枝
・
亜
主
枝
の
先
端
を
切
り
戻
し
剪

定
し
、
側
枝
の
よ
う
な
細
か
い
枝
も
２

分
の
１
程
度
に
切
り
戻
し
、
剪
定
し
て

樹
勢
の
回
復
に
努
め
て
下
さ
い
。
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●
ミ
ニ
ト
マ
ト
類

○
キ
ャ
ロ
ル
7

8
月
定
植
で
は
、
既
に
収
穫
が
始
ま

り
ま
し
た
。

高
糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
安
定
的
に
収

穫
す
る
為
に
は
、
草
勢
の
安
定
化
が
最

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

草
勢
を
良
く
観
察
し
、
摘
花
や
摘
果

作
業
を
中
心
に
草
勢
の
安
定
化
を
目
指

し
て
下
さ
い
。

「
摘
果（
花
）に
勝
る
追
肥
な
し
！
」
キ

ャ
ロ
ル
7
、
ア
イ
コ
の
基
本
で
す
。

ま
た
9
月
1
日
付
で
和
歌
山
県
農
作

物
病
害
虫
防
除
所
よ
り
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

の
発
生
が
多
く
当
産
地
に
注
意
報
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

黄
化
葉
巻
病
対
策

予
防
対
策
が
重
要
で
す
。
再
度
基
本

的
な
事
項
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

◦�

被
覆
し
て
い
る
防
虫
ネ
ッ
ト
に
破
れ

て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◦�
ハ
ウ
ス
に
隙
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◦�
ハ
ウ
ス
周
囲
や
ハ
ウ
ス
内
の
除
草
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

◦�

予
防
的
な
薬
剤
散
布
は
実
施
で
き
て

い
ま
す
か
？

※�

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
予
察
と
し
て
、

ハ
ウ
ス
開
口
部
や
ハ
ウ
ス
内
に
粘
着

シ
ー
ト
と
設
置
し
観
察
を
行
い
、
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
が
確
認
さ
せ
た

ら
、
直
ち
に
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て

下
さ
い
。

※�

発
病
株
は
株
元
で
切
断
し
、
ゴ
ミ
袋

等
へ
入
れ
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出
す
な

ど
、
適
正
に
処
理
し
て
下
さ
い
。

交
配
作
業

マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
飼
養
に
当
た
っ
て
は
、

散
布
し
た
薬
剤
影
響
日
数
を
必
ず
確
認

し
て
下
さ
い
。

〈
注
意
〉
セ
イ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
は

外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
飼
養
や
運
搬
等
に
厳
し

い
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
飼
養
に
当
た
っ
て
は

環
境
省
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
営
農
指
導

員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ト
マ
ト
ト
ー
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、

100
倍
液
で
花
に
た
っ
ぷ
り
と
か
け
、
確

実
に
結
実
さ
せ
て
下
さ
い
。

光
の
確
保

葉
に
し
っ
か
り
と
光
を
当
て
る
こ
と

を
重
点
に
考
え
、
栽
培
管
理
を
行
っ
て

下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
葉
か
び
病
、
う
ど

ん
こ
病
の
発
生
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

野 
菜

●
豆
類

台
風
対
策

①�

誘
引
し
て
い
る
物
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
支
柱
を
取
り
除
き
、
う
ね
上

に
ネ
ッ
ト
ご
と
倒
伏
さ
せ
、
防
風
ネ

ッ
ト
で
抑
え
込
ん
で
下
さ
い
。

②�

若
芽
が
伸
長
中
、
発
芽
始
め
の
段
階

で
は
、
小
さ
い
弓
な
ど
で
小
ト
ン
ネ

ル
を
作
り
、
防
風
ネ
ッ
ト
で
抑
え
込

ん
で
下
さ
い
。

③�

播
種
直
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
寒

冷
紗
を
べ
た
掛
け
に
し
、
固
定
し
て

下
さ
い
。

④�

寒
冷
紗
等
で
抑
え
込
む
場
合
、
作
物

と
あ
ま
り
隙
間
を
あ
け
る
と
中
で
か

き
回
さ
れ
葉
ず
れ
を
起
こ
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

台
風
通
過
後

①�

冠
水
、
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
圃
場

は
速
や
か
な
排
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

②�

冠
水
し
作
物
に
泥
等
が
付
着
し
て
い

る
場
合
や
塩
害
が
心
配
さ
れ
る
場
合

は
、登
録
薬
剤（
Z
ボ
ル
ド
ー
1,000
倍
等
）

に
よ
り
、
作
物
に
付
着
し
て
い
る
泥

を
洗
い
流
す
と
と
も
に
、
液
肥
の
葉

面
散
布
等
を
行
い
、
作
物
の
生
育
へ

の
悪
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
に
努
め
て
下
さ
い
。

③�

畝
が
冠
水
し
た
場
合
は
、
畝
間
の
耕

転
や
ホ
ー
ク
等
を
使
用
し
、
根
痛
み

防
止
に
努
め
て
下
さ
い
。（
薄
い
液
肥

の
潅
注
も
検
討
し
て
下
さ
い
）

○
春
取
り
ウ
ス
イ

播
種　

10
月
中
旬
～
下
旬

畦
巾　

150
㎝
～
160
㎝

株
間　

30
㎝
～
35
㎝

1
穴
4
粒
～
5
粒　

播
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
畦
に
し
通
気
・
排
水
を
よ
く
し
て

下
さ
い
。

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
電
照
栽
培

ウ
ス
イ
が
3
節
に
な
る
と
電
照
を
開

始
し
、
8
節
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

（
基
本
は
、
日
没
か
ら
翌
朝
ま
で
）
た

だ
し
草
勢
が
弱
り
す
ぎ
な
い
よ
う
電
照

時
間
を
調
節
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
基

本
的
に
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
は
、
12
月
ま
で

発
生
す
る
側
枝
は
除
去
し
約
20
本
／
ｍ

に
整
枝
し
て
下
さ
い
。

○
ハ
ウ
ス
キ
ヌ
サ
ヤ

草
勢
調
整
は
、
生
長
点
付
近
の
花
の

状
態
を
確
認
し
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
蔓
数
が
20
～
25
本
／
ｍ
程
度
に

な
る
よ
う
整
枝
し
て
下
さ
い
。
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④
株
元
に
肥
料
分
を
与
え
ま
す
。

排
水
対
策

降
雨
に
よ
る
根
ぐ
さ
れ
防
止
の
た
め

高
畝
に
し
、排
水
対
策
を
徹
底
し
て
下
さ

い
。（
但
し
乾
燥
し
や
す
い
圃
場
等
で
は
、

潅
水
チ
ュ
ー
ブ
等
を
設
置
し
て
下
さ
い
）

防
除

　

病
気
で
は
黒
腐
病
や
軟
腐
病
、
べ
と

病
、
ま
た
害
虫
で
は
ア
オ
ム
シ
、
ヨ
ト

ウ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
等
の
適
期
防
除
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
キ
ャ
ベ
ツ

追
肥生

育
に
応
じ
て
、
そ
の
時
々
施
用
し

て
下
さ
い
。

◦�

Ｎ
Ｋ
化
成　

40
㎏（
10
ａ
当
た
り
）

　
　
　

又
は

◦�

千
代
田
化
成　

40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

植
付
け
後
、結
球
が
始
ま
る
頃
ま
で

に
追
肥
や
中
耕
、土
寄
せ
、防
除
を
2
～

3
回
行
い
ま
す
。追
肥
は
、畝
の
肩
に
施

し
て
、土
寄
せ
を
し
ま
す
。夏
の
高
温
乾

燥
期
に
は
、ワ
ラ
や
刈
り
草
を
敷
く
と

乾
燥
防
止
に
な
り
ま
す
。水
は
け
の
悪

い
所
で
は
、高
畝
に
し
て
過
湿
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

病
害
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
た
ら
速
や
か

に
防
除
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
（
促
成
）

定
植
後
は
、
根
が
活
着
す
る
ま
で
の

７
～
10
日
間
は
、
確
実
に
株
全
体
に
水

が
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
手
潅

水
を
行
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
後
は
チ
ュ

ー
ブ
潅
水
を
行
い
ま
す
が
、
多
潅
水
に

な
る
と
発
根
を
抑
制
し
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
下
さ
い
。

ま
だ
定
植
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
定

植
前
の
薬
剤
散
布
に
よ
り
病
害
虫
防
除

を
行
っ
て
下
さ
い
。特
に
ホ
コ
リ
ダ
ニ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
徹
底
防
除
し
て
下
さ

い
。定

植
後
は
発
根
促
進
の
た
め
に
葉
面

散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。
定
植
初
期
の

液
肥
の
潅
水
は
、
根
痛
み
の
原
因
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
葉
面
散
布

中
心
の
管
理
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

9
月
定
植
お
い
て
は
、
収
穫
が
本
格

的
に
な
っ
て
き
ま
す
。
順
調
な
生
育
下

に
お
い
て
は
、
10
節
以
降
中
段
付
近
の

子
枝
は
2
節
止
め
と
し
、
上
段
は
1
節

止
め
と
す
る
が
、
草
勢
に
よ
っ
て
（
子

枝
の
発
生
が
弱
い
場
合
）は
芯
を
残
し
、

半
放
任
と
し
て
下
さ
い
。
主
枝
の
摘
芯

は
18
～
20
節
で
行
っ
て
下
さ
い
。ま
た
、

混
み
合
っ
て
い
る
部
分
を
中
心
に
摘
葉

を
行
い
、
特
に
伸
ば
す
枝
が
あ
る
場
合

は
、
周
囲
の
枝
を
先
に
摘
葉
し
ま
し
ょ

う
。収

穫
開
始
頃
か
ら
潅
水
を
増
や
し
、

草
勢
に
よ
っ
て
は
追
肥
も
始
め
て
下
さ

い
。
潅
水
は
、
草
勢
、
着
果
数
、
天
候

等
を
見
な
が
ら
行
っ
て
下
さ
い
。
低
温

期
の
午
後
の
潅
水
は
、
地
温
を
下
げ
生

育
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
の
で
避
け
ま
し

ょ
う
。

●
よ
う
菜
類

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

追
肥

追
肥
は
2
回
行
い
ま
す
。

1
回
目
：
生
育
促
進
を
目
的
に
、
活
着

後
に
施
用
し
て
下
さ
い
。

2
回
目
：
花
雷
肥
大
の
肥
大
促
進
を
目

的
に
、
頂
花
雷
が
見
え
だ
し
た
頃
に
施

用
し
て
下
さ
い
。

追
肥
例
（
1
回
目
・
2
回
目
）

　

Ｎ
Ｋ
化
成　

40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

　
　

又
は

　

千
代
田
化
成　

40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

土
寄
せ

第
1
回
の
追
肥
時
に
除
草
を
兼
ね
て

土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

土
寄
せ
の
目
的

①
倒
伏
を
防
止
し
ま
す
。

②
草
勢
を
旺
盛
に
し
ま
す
。

③
土
壌
の
物
理
性
を
改
善
し
ま
す
。

病害虫 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用方法 使用回数

アオムシ・コナガ
ハスモンヨトウ

プレバソン
フロアブル5 2,000倍 収穫前日まで 散布 3回以内

べと病 フォリオゴールド
（ブロッコリーの場合）

800～1,000倍
（1,000倍）

収穫14日前まで
（出蕾前但し、収穫
21日前まで）

散布
ダコニール
1000と
合計2回以内

病害虫 適用雑草名 使用薬量 使用時期 使用方法 総使用回数

アグロマックス
水和剤

畑地一年生雑草（キク科・
カヤツリグサ科を除く）

200～300ｇ
／10a

定植後雑草発生前（但しブロッ
コリーは、定植14日後まで）

全面土
壌散布 1回

キャベツ・ブロッコリー防除薬剤

キャベツ・ブロッコリー除草剤



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�あれこれ余計なことまで気にして動けなくなり、つきを逃しがち。開き直りの気持ちを大切に。花を飾るのも吉
【健康運】ストレスを感じそう。スポーツで発散を　【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ牡牛座 4/20～

5/20

13 あぐりガイド

○
な
の
は
な

追
肥

　

な
の
は
な
栽
培
に
は
肥
料
を
多
く
必

要
と
し
、
収
穫
期
間
も
長
い
た
め
、
肥

料
切
れ
し
な
い
よ
う
に
こ
ま
め
に
追
肥

し
て
下
さ
い
。

　

1
回
目
の
追
肥
は
本
葉
7
～
8
枚
の
頃

に
施
用
し
軽
く
土
寄
せ
を
し
て
下
さ
い
。

追
肥
例

◦
Ｎ
Ｋ
化
成　
　

40
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

　

年
内
の
発
蕾
前
、
株
の
で
き
や
収
穫

回
数
に
応
じ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
Ｉ
Ｂ
化
成
Ｓ
１
60
㎏
（
10
ａ
当
た
り
）

　

年
明
け
後
、
株
の
で
き
や
収
穫
回
数

に
応
じ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ニ
ン
ニ
ク

　

発
芽
後
、
葉
が
展
開
す
る
ま
で
に
土

入
れ
を
実
施
し
、
覆
土
を
10
㎝
以
上
行

っ
て
下
さ
い
。
除
草
剤
は
、
土
壌
水
分

が
十
分
あ
る
う
ち
に
雑
草
が
発
生
す
る

ま
で
に
散
布
し
て
下
さ
い
。
マ
ル
チ
被

覆
に
つ
い
て
は
、
除
草
剤
を
散
布
し
て

か
ら
20
～
30
日
経
過
し
て
か
ら
遅
く
と

も
11
月
末
ま
で
に
被
覆
を
し
て
下
さ
い

（
薬
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
）。

●
全
般

遮
光
ネ
ッ
ト
等
を
外
す
際
や
ハ
ウ
ス
ビ

ニ
ー
ル
等
被
覆
資
材
を
被
覆
の
際
は
、作

物
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た

め
、天
候
に
注
意
し
、で
き
る
だ
け
曇
天
時

又
は
夕
方
に
行
い
、ビ
ニ
ー
ル
被
覆
後
は

日
中
の
換
気
を
十
分
行
っ
て
下
さ
い
。

出
荷
前
に
は
出
荷
物
に
雨
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
必
ず
被
覆
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
病
害
虫
の
発
生
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。
圃
場
の
観
察
を
こ
ま
め
に

行
い
、
初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

曲
が
っ
た
物
や
短
く
て
出
荷
物
に
な

ら
な
い
花
芽
の
整
理
や
、
採
花
は
薬
剤

が
か
か
り
易
い
よ
う
に（
高
め
に
）行
い
、

灰
色
か
び
病
・
か
っ
ぱ
ん
病
の
防
除
は

定
期
的
に
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、整
理
・
採
花
で
ハ
サ
ミ
を
使
う

時
は
ウ
イ
ル
ス
病
の
伝
染
に
注
意
し
、綺

麗
な
よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
を
使
用
し
て

下
さ
い
。ま
た
、ア
ブ
ラ
ム
シ
・
ホ
コ
リ

ダ
ニ
等
の
発
生
に
つ
い
て
も
、圃
場
間
差

が
あ
り
ま
す
が
、近
年
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
初
期
の
予
防
散

花
き
類

布
に
努
め
て
下
さ
い
。

か
っ
ぱ
ん
病
も
年
内
防
除
を
行
う
こ

と
で
、
春
先
の
発
生
に
影
響
し
ま
す
。

初
期
防
除
に
努
め
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

被
覆
後
は
良
品
質
の
カ
ス
ミ
を
作
る

大
切
な
時
期
で
す
。

伸
長
後
も
枝
の
充
実
の
た
め
、
適
度

に
潅
水
を
続
け
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、

開
花
時
期
（
蕾
の
バ
ラ
ケ
後
）
の
潅
水

は
花
首
の
伸
び
に
影
響
し
ま
す
の
で
、

多
量
の
潅
水
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

電
照
に
つ
い
て
は
開
花
期
ま
で
続
け
る

と
徒
長
等
の
品
質
低
下
に
も
影
響
し
ま
す

の
で
発
雷
期
に
は
消
灯
し
て
下
さ
い
。

生
風
が
直
接
作
物
に
当
た
る
と
ア
ン

ト
シ
ア
ン
が
発
生
し
易
く
な
り
ま
す
の

で
、
冷
気
が
直
接
作
物
に
当
た
ら
な
い

よ
う
に
防
風
ネ
ッ
ト
や
寒
冷
紗
等
の
有

効
利
用
も
お
考
え
下
さ
い
。
特
に
ハ
ウ

ス
の
北
側
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

●
千
両

実
の
肥
大
に
つ
れ
て
の
倒
伏
・
曲
が

り
防
止
の
た
め
、
誘
引
等
を
行
い
、
着

果
枝
の
上
位
節
か
ら
発
生
す
る
わ
き
芽

（
ツ
ノ
）
の
整
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
薬
剤
防
除
を
行
う
場
合
は
薬

斑
の
残
り
や
す
い
水
和
剤
等
の
使
用
は

注
意
し
て
下
さ
い
。

病害虫 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 備考

アブラムシ
モスピラン顆粒水溶剤 4,000倍 収穫14日前まで 1回以内 劇物
アルバリン顆粒水溶剤 3,000倍 収穫3日前まで 2回以内 －

アオムシ・
ハスモンヨトウ プレバソンフロアブル5 2,000倍 収穫前日まで 3回以内 －

薬剤名 適用雑草名 使用薬量 使用時期 総使用回数

トレファノ
サイド乳剤

一年生雑草(ツユクサ科、
カヤツリグサ科、キク科、
アブラナ科を除く)

200ml/10a  水100㍑ 定植直後（畦間土壌散布） １回

150～200ml/10a  水100㍑   播種直後（全面土壌散布） １回

なのはな・防除薬剤例

なのはな・除草剤



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�うわさに興味を持つのは避けた方が無難です。それより、自分が好きなことに意識を向け、それを満喫するのが正解　
【健康運】楽しく体を動かせば体調アップの呼び水に　【幸運を呼ぶ食べ物】エノキタケ双子座 5/21〜

6/21

14インフォメーション

平成31年度野菜花き関連補助事業の要望調査【ご案内】
平成30年度で野菜花き産地総合支援事業が終了となりますが、JAとして事業の継続を
行政に現在要望中です。
平成31年度以降に事業の活用をご希望（お考え）の方は、受付期日までに、最寄りの営
農販売センターに用意している、要望調査用紙に必要事項をご記入のうえご提出下さい。
　
なお、要望調査をご提出頂いた方には、内容が確定され次第優先的に事業内容をご連絡さ
せて頂くとともに優先採択させて頂きます。
ご不明な点・ご質問等は、営農指導員にお尋ね下さい。

上記内容は、平成30年度までの事業内容です。
平成31年度以降については、対象資材等は変更になる場合があります。

【ご注意とお願い】

募集要項に合致しない場合、または記載内容に不備・嘘偽の内容がある場合、および

ＪＡからの確認・指導等に対してご協力・ご理解いただけない場合は、誠に申し訳あり

ませんが、事業に参加出来ない場合がありますのであらかじめご了承下さい。

【参考】平成30年度まで実施されていた野菜花き産地総合支援事業（県単事業）内容

お問い合わせ先：JA紀州営農対策部　TEL：0739−72−3955

対　　　策 補助対象資材等

省 エ ネ ヒートポンプ・多段式サーモ・放熱フィン・循環送風機・
木質ボイラーなど

高 品 質 パイプハウスの高度化［耐風性・耐暑性］・遮熱ネット・
炭酸ガス発生装置など

省 力・ 低 コ ス ト 定植機・高性能計量器（音声式）・自動結束機 など

流 通 対 策 な ど 選別機・包装機 など

提出期日 提出先

平成30年10月 31日［水］ 最寄りの営農販売センター



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�クリエーティブな能力が開花しやすい月。絵を描くなど、やってみたいことに注目を。お芝居を見に行くのも◎　
【健康運】運動不足になりがち。小まめに動くこと　【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜蟹　座 6/22～

7/22

15 インフォメーション

◦�親元就農者であり、青年就農給付金（経営開始型）を受給していないこと。なお、親元とは、
3親等以内とする。
◦�助成対象期間において就農し、満年齢が18歳以上45歳未満のもので、規模拡大に取組
むもの。規模拡大とは、果樹は概ね10a、野菜・花き・水稲は概ね5ａとする。
◦�助成申請時点で和歌山県内において営農を開始しており、今後も継続する見込みであるこ
と。
以上すべての要件を満たす者に、規模拡大に伴う農業用機械等の購入費用の1／2以内、
80万円を上限に助成します。

※消費税は対象外となります。１万円未満は切り捨てとなります。

申込期間：平成 30 年 4 月１日～平成 31 年 3 月 29 日
　申込方法等の詳細はお近くの営農指導員、または営農企画課へお問い合わせください。

１）対象者：独立新規就農者（親元・雇用就農者は対象外）
※助成要件
◦�青年等就農計画の認定 ( 市町村 ) を受けた認定新規就農者、かつ、独立就農者である
こと
◦�平成 30年 4月 1日において就農3年以内、または、平成30年 4月 1日から平
成31年 3月 31日までに就農をする者、かつ、満年齢が18歳以上45歳未満で
あること
◦�助成申請時点で日本国内において営農を継続しており、今後も継続する見込みである
こと
　　以上すべての要件を満たす者に、20万円を上限に助成します。
※�１事業対象者あたりの申請は３回まで可能ですが、本事業が終了した場合は、３回に
満たない場合であっても助成金は交付しないものとします。

２）対象者：研修受け入れ先（農家、農業法人、生産者組織等）
※助成要件
◦�恒常的、かつ、1年以上にわたって実施される実践的な研修であること
◦�研修生が、①18歳以上65歳未満であり、かつ、②独立就農もしくは親元就農後5
年以内に経営継承が見込まれる方であること。

【指導・育成体制が充実している先】
研修生1人あたり月額最大3万円（研修生1人あたり24か月分まで）

【その他】研修生1人あたり月額最大1万円（研修生1人あたり24か月分まで）
事前申請期間：平成30年9月1日～平成31年2月28日
申請方法等の詳細はお近くの営農指導員、または融資課へお問い合わせ下さい。

①新規親元就農者応援事業（親元就農を希望される方！）

②新規就農応援事業（新たに農業を始める方！）

JA 紀州は新規就農者を応援します !!



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�思い込みが激しくなりそう。人の話を早のみ込みしないよう、ご用心。気分リフレッシュには手作りにトライを　
【健康運】上質な睡眠を目指して。心身とも元気に　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ獅子座 7/23～

8/22

16インフォメーション

参加無料　300 名様（抽選により決定）

平成30年11月28日（水）13：30 ～
和歌山県民文化会館大ホール

第29回和歌山県JA大会≪記念講演≫

浅田 次郎 氏
「幕末という時代」

作
　
家

≪≪お申込み方法≫≫
　 ①�郵便番号②住所③氏名④電話番号を明記のうえ、「講演会参加希望」と記入して、はがき又はＥメール

で下記あてにお申込み下さい。電話によるお申込み受け付けはいたしません。 
  　　11月 14日（水）必着
　 １回の申込みで２名様まで参加可能です。参加者全員の氏名をご記入下さい。
　 当選者の発表は、招待状の発送をもってかえさせていただきます。
≪≪お問合せ・申込み先 ( 事務局 ) ≫≫
　和歌山県農業協同組合中央会 総合企画部
　〒640－ 8331　和歌山市美園町五丁目1番地の1　和歌山県ＪＡビル10階
　☎073－ 488－ 5515　 　 sougoukikaku ＠ cyu.jawink.ne.jp

『わかやまスマート農業セミナー』の開催
及び参加者募集について【お知らせ】

　オランダ農業の強み紹介及び県農業への適用提案、スマート農業関連メーカー（ICTやロボット技術等）か
らの情報提供等を行う「わかやまスマート農業セミナー」が和歌山県主催で開催されます。

【日　時】　11 月 16 日（金）12：00 ～ 16：00　
【会　場】　印南町公民館（印南町印南 2009-1）
　１．オランダ農業調査を踏まえた本県農業振興の提案及びパネルディスカッション（13：00 ～ 15：15）

■オランダ農業調査発表…………オランダ派遣県職員３名
■パネルディスカッション………オランダ農業の強みを取り入れた和歌山県農業の展開（仮題）
　　　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：近畿大学生物理工学部　教授：星　岳彦　氏
　　　　　　　　　　　　　　　パネラー：県職員３名・ICT実践農家１名

　２．スマート農業関連メーカーによる最新機器やパネル展示（12：00 ～ 16：00）
【参加費】　　無料
【参加申込み】
　　当日参加も可能ですが、席数に限りがあるため、出来る限り事前申し込みをお願いします。
　　　※申込用紙は、各振興局、県庁研究推進室又は、お近くの JA営農指導員にお問い合わせください。
　　　日高振興局農業水産振興課　☎︎0738−24−2930　県庁研究推進室　☎073−441−2995

『わかやまスマート農業セミナー』の開催
及び参加者募集について【お知らせ】

～オランダ農業の強みを取り入れた和歌山県農業の展開～



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�人脈のネットワークを広げる好機。飲み会などの誘いには気軽にOKを。初対面の相手でも気さくに話し掛けて　
【健康運】健康術に凝り過ぎ。ほどほどがベストです　【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン乙女座 8/23～

9/22

17 インフォメーション



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�頼まれ事など、まずは必要な作業から手を付けましょう。その後、プライベートの充実を図ると喜びが倍増　
【健康運】快適に過ごせます。アクティブに行動を　【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン天秤座 9/23～

10/23

18インフォメーション

　平成 30年 7月に西日本を中心に発生した豪雨被害により、多くの人命が奪われ、土砂崩れや浸水をは
じめ、農作物、農地、農業関係施設等にも大きな被害が発生しました。
　このような状況に対し、全国 JAグループでは、地域の生活を守る協同組合組織として、被災地 JA・
組合員の復旧・復興支援のため、JAグループの組合員・役職員による支援募金活動を実施しました。
　JA紀州では、各支店金融窓口、Aコープ各店舗、さわやか日高、ほんまもん、フレッシュマート、紀
州花野果市で、組合員、利用者の皆様にご協力いただきました。
　また、役職員も募金に協力しました。

　JA全中が取りまとめた募金は、被害の状況に応じて一定の基準を設け、主要被災県
中央会災害対策本部に贈呈しました。

実施期間　　平成30年7月13日（金）～9月13日（木）まで

募金総額　　845,452円

ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

JAグループ支援募金活動について
平成30年7月豪雨

場所：印南漁港周辺
内容：�漫画家マエオカテツヤライブショー・ハンドパン生

演奏・吹奏楽生演奏・ダンスショーなどのステージ
イベント、農産物・海産物各種販売と飲食コーナー、
豆むき大会、芋掘り、漁船クルージングなど体験コ
ーナー、もちまきなど

主催：印南町活性化イベント実行委員会（印南町役場産業課内）
お問い合わせ：☎0738－42－1737

日程：2018年11月18日（日）
ＡＭ9：30～ＰＭ3：00

第10回

皆さまお誘い
合わせの上、
ご来場ください！



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】幸運期。自分の考えやアイデアなどを思い切ってオープンにすると好結果に。新しい世界に飛び込むのも大賛成　
【健康運】適度に休息を取り、英気を養いましょう　【幸運を呼ぶ食べ物】タラコ蠍　座10/24～

11/22

19 インフォメーション
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前
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人事異動のお知らせ

氏 名
発　　　　令　　　　事　　　　項 前　　　　　所　　　　　属

部　　署 配　　属 役　　付 職　能 部　　署 配　　属 役　　付 職　能

山水 淳司 美 山 支 店 支 店 長 副審査役 川 辺 支 店 丹 生 営 業 所 所 長 副審査役

玄素 寿豊 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 出張所長 副審査役 印 南 支 店 副審査役

田中 秀幸 共 済 部 共 済 普 及 課 課 長 副審査役 共 済 部 共 済 普 及 課 ＬＡトレーナー 副審査役

大地 貴章 印 南 支 店 切 目 出 張 所 出張所長 副審査役 共 済 部 共 済 普 及 課 課 長 副審査役

湯川 春代 印 南 支 店 稲 原 出 張 所 出張所長 副審査役 印 南 支 店 調 査 役

山 本　 透 川 辺 支 店 丹 生 営 業 所 所 長 副審査役 川 辺 支 店 調 査 役

北岡 克弘 金 融 部 金 融 課 課 長 副審査役 共 済 部 事 故 相 談 課 調 査 役

濵中 敏夫 由 良 支 店 副審査役 日高営農販売センター 副審査役

松下 昌代 美 浜 支 店 副審査役 日 高 支 店 副審査役

山本 加代 梅 の 郷 支 店 調 査 役 龍 神 支 店 調 査 役

高芝 まり 印 南 支 店 調 査 役 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 調 査 役

堀江 啓行 川 辺 支 店 調 査 役 共 済 部 共 済 業 務 課 調 査 役

上 杉　 直 共 済 部 事 故 相 談 課 調 査 役 美 浜 支 店 調 査 役

稲葉 秀治 金 融 部 融 資 課 一 般 職 金 融 部 融 資 課 副審査役

柏木 雅弘 日高営農販売センター 一 般 職 日高営農販売センター 調 査 役

﨑 千代美 美 浜 支 店 一 般 職 美 浜 支 店 調 査 役

寺本 洋子 龍 神 支 店 一 般 職 龍 神 支 店 調 査 役

崎山みどり 日 高 支 店 一 般 職 購 買 部 湯川農機施設センター 一 般 職

辻本 奈永 印 南 支 店 一 般 職 共 済 部 共 済 業 務 課 一 般 職

神田 喜広 購 買 部 日高農機施設センター 由良支店に駐在 一 般 職 由 良 支 店 一 般 職

花本 鮎美 印 南 支 店 切 目 川 出 張 所 一 般 職 梅 の 郷 支 店 一 般 職

森 澤　 洋 共 済 部 共 済 業 務 課 一 般 職 御坊営農販売センター 一 般 職

巽 　 直 也 購 買 部 湯川農機施設センター 川辺支店に駐在 一 般 職 川 辺 支 店 一 般 職

堀内友里加 金 融 部 ローンセンター 一 般 職 金 融 部 金 融 課 一 般 職

白井 孝志 購 買 部 いなみ農機施設センター 一 般 職 名 田 支 店 一 般 職

津村 克俊 購 買 部 いなみ農機施設センター 名田支店に駐在 一 般 職 購 買 部 いなみ農機施設センター 一 般 職

発令日　平成30年10月１日
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11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�サービス精神を見せることで、周囲と円満な関係を築ける時期。縁の下の力持ち的役割も快く果たし、人気者に　
【健康運】耳寄りな健康情報をゲット。試してみて　【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根射手座11/23～

12/21

20インフォメーション
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■直売所利用会
ほんまもん・フレッシュマート
お問合せ：☎︎ 0739-72-3664（直売課：中元） 
■紀州 花野果市利用会
紀州 花野果市
お問合せ：☎ 0739-72-3956

（営農企画課：中野）

JA直売所・産直コーナー

■産直部会
A コープかわべ
お問合せ：☎ 090-4907-7765

（くらしの活動課：西川）
■さわやか日高利用会
さわやか日高
お問合せ：☎ 0738-63-1333（さわやか日高）

野菜・花・加工品など様々

出品しようか迷っている方

ぜひ出品してみませんか？

お気軽にお問い合せください♪

新規会員大募集！

営業時間変更のお知らせ
平成30年11月 1日（木）より閉店時間を

PM8：00からPM7：00に変更いたします。
尚、開店時間については現行のAM9：00からです。

Ａコープゆら店

第
６
回 



11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�知的好奇心が旺盛になる兆し。調べてみたいことがあれば、じっくり探究して。サークルやグループ活動にもつき　
【健康運】暴飲暴食はNG。食事の中身にも考慮を　【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ山羊座12/22～

1/19

21 紀州紹介コーナー

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

31

　昨年3月、美浜町三尾の旧灯台付近にて
地割れや地滑りが進行していたため、倒壊
のおそれがあることから、地盤の安定して
いる日高町阿尾へ、約120m西へ移動し、
建て替えられました。
　日ノ御碕は「日ノ岬」とも書き、岬の端
に日ノ山（202m）があり、平安時代狼火
台が置かれたのが、名称の由来だそうです。
　和歌山県立煙樹海岸自然公園の一部であ
るので、煙樹ヶ浜に来られた際には、是非
一緒に訪れてみてはいかがでしょうか？
【住所】日高郡日高町阿尾

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

紀
き
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日
ひ

ノ
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とう

台
だい

直売所出品者紹介

印南町 中
な か

川
が わ

 敏
と し

之
ゆ き

さん

フレッシュマート

出品先

かすみ草

主な出品物

出品して 10 年ぐらいになります。新鮮な花を消費者の
方々に届けたいと思い、始めました。これからも、お客
様に喜んでいただける物を出品していきたいです。

4月にくらしの活動課に配属され、農業体験学習の担当
をさせて頂き、色んな方々の協力のもと管内各小学校、こ
ども園で食農教育を行い「つながりや、知ること、学ぶこ
との大切さ」を体験しました。
また、「梅もぎ体験」や「女性活動」等、くらしの活動課
での業務を自分自身も楽しみながら取組ませて頂きました。
今後も「人・地域のつながりを大切にして」、業務に努めて
いきたいです。
雨の音を聞きながら、ボーっとするのが好きです。

やっぱり、地元産！

【取材】日高支店　芝崎 健司

総
務
部

く
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の
活
動
課
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く
　
こ

湯
川 

郁
子

出品者募集中！
直売所利用会（ほんまもん、フレッシュマート）
問合せ先：直売課 ☎︎ 0739−72−3664（担当：中元）



ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手
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御
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市
湯
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財
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668

１
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し
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課  

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、はがき
ま た は FAX（0738-32-7140）
にてご応募下さい。
　皆様からお寄せいただいたおた
より、感想等は広報誌・HP 上に
掲載させて頂く場合がございます。
その際は市町村・イニシャルを使
用させて頂きます。ご了承下さい。

11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

【全体運】�やたらとプレッシャーを感じる暗示。誰かと比べず、自分らしさを大切に。気晴らしにはハーブティーを飲んで
【健康運】自然の中を散歩すると体調に好影響あり　【幸運を呼ぶ食べ物】こんにゃく水瓶座 1/20～

2/18

22読者の広場

日高川町高津尾

　右興くんと和瀧くんはとても元気いっぱいな男の子。右興くんは「おしりたん
てい」の絵を描くことが好きです。和瀧くんは「チャギントン」がお気に入りで
ＤＶＤを夢中になって見ています。保育園が休みの日は、おばあちゃんの家へ行っ
て畑で野菜を収穫、犬の散歩や虫を捕まえて楽しんでいます。いつかは新幹線
のはやぶさを見る事が夢です。
ご家族からのメッセージ
沢山の事を保育園で学んで教えてくれますね。お友達の名前や、歌を聴かせ
てくれてありがとう。運動会も後少し、みんなと力合わせて元気に頑張ってネ。

赤
あか
松
まつ
　右

う
興
きょう
くん（5才）

和
あいる
瀧くん（2才）

両親：洋治さん
さよさん

我が家のア
イド

ル！
！

① �武士が腰に差す物
③ �パリやベルリン、バンコク、北京など
⑥ 8 は 2 の 4 ──です
⑦ �英語ではゼブラ。草食動物です
⑧ �月が出ていなくて真っ暗です
⑩ �タンスなどに加工する軽い木材
⑫ �家族やごく近しい人のこと
⑭ �遠くて近きは男女の──
⑯ �モミジとも呼ばれる木
⑱ �10 月は神無月、11 月は──

 �ネタやシャリなどから作ります
 �このぶんしょうにはつかわれていません
 �ヒトコブ──やフタコブ──は砂漠で
使われる動物

① �アフリカの川や池にすむ動物。体も
口も大きい

② �そろそろスタッドレス──に交換し
ようかな

③ �まるで取り付く──もない様子だっ
たよ

④ �──栽培はオーガニック農法とも呼
ばれます

⑤ �鳥籠の中に取り付ける棒
⑦ �火事に備えて設置する物
⑨ �音はこれで聞き取ります
⑪ �落語を客に聞かせる職業
⑬ �頭をひねって絞り出します
⑮ �徳川将軍家は三つ葉葵（あおい）
⑰ �机のこと。ライティング──
⑲ �道が十字に交差している所

 �漢字では羊の歯と書く植物

二重マスの文字をA～ Eの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

■ヨコのカギ■タテのカギ

●先月号の答えは
 「クリヒロイ」でした

9月号応募数：128通

プレゼント!
●締切　
10月31日（水）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって代
えさせて頂きます。

正解者の中から抽選で3名の方に、

キヌサヤ（1㎏）



【全体運】�開放的な気分になれる予感。過去に駄目だった挑戦にリベンジできそう。海外に関することにも幸運があるはず　
【健康運】生活ペースが乱れがち。リズムを整えて　【幸運を呼ぶ食べ物】そば

11月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

魚　座 2/19～
3/20

23 ふれあいコーナー・表紙紹介
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Ｎ
・
Ｋ
）

◎
台
風
21
号
は
猛
烈
で
、
停
電
も
長
く
、
生
活
に
支

障
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
台
風
の
怖
さ
を
改
め
て
痛

感
し
、
次
の
台
風
に
様
々
準
備
す
る
こ
と
気
づ
き
ま

し
た
ね
。

台
風
も
過
ぎ
、
涼
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

祭
の
練
習
を
す
る
音
も
よ
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
夏

の
終
わ
り
は
台
風
が
来
た
り
、
停
電
で
大
変
だ
っ
た

の
で
、
気
が
付
け
ば
秋
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
体

調
に
も
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
名
田
町
Ｓ
・
Ｍ
）

◎
こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、
健
康
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
」
毎
号
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
と
て
も
誇
り

に
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
台
風

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
由
、
心
が
痛
み
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
体
に
お
気
を
つ
け
て
御
復
興
に
お
励
み
下

さ
い
ま
す
よ
う
念
じ
て
い
ま
す
。�

（
藤
田
町
Ｓ
・
Ｋ
）

◎
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
日
で
も
早

く
御
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

花
野
果
市
さ
ん
へ
行
く
と
、
音
楽
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
お
花
を
見
せ
て
も
ら
い
、
心
が
和
み
ま
す
。

育
て
て
く
れ
た
可
愛
い
お
花
を
買
っ
て
い
く
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
さ
ん
か
ら
、

幸
せ
の
種
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
日
高
町
Ｋ
・
Ｃ
）

◎
農
家
の
方
々
が
愛
を
込
め
て
育
て
た
お
花
を
ご
購

入
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
愛
顧
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

読
者
か
ら
の
お
便
り

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
募
集
！

宛
先
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
先

と
同
じ
で
す
。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

電
話
番
号
を
お
忘
れ
な
く
！

幹太くんは、祭の時期が来ると、朝
から夜まで「マイ獅子舞」で踊ってく
れます。2 才の頃に近所の方々と一緒
に作ってから、お気に入りです。はる
ちゃんは、いつもお兄ちゃんと一緒。
元気いっぱいに走り回っています。

2 人仲良しきょうだいです。

表紙紹介
先月、京都「平安神宮」へ堂本剛さ

んのコンサートに行ってきました。開
演前まで雨が降っていましたが、始ま
ると同時に雨もやんでよかったです。
席は真ん中より後ろでした。演出がと
ても幻想的で見惚れてしまい、感動し
て涙も流れてしまいました。「人に優
しくするのはもちろんですが、まず自
分を愛してあげてください」という言
葉に響きました。どうしても自分より
相手を優先してしまいがちですが、自
分にも自信持って生きていくことが
なにより大事だと感じました。彼は突
発性難聴、パニック障害の病気を抱え
ているなか、大きなステージに立って
いることが本当に凄いことだと思いま
す。彼の強さを見習って、これからも前
向きに過ごしていきたいと思います。

編集後記

中
なか

野
の

　幹
かん

太
た

くん（4才）

　　　はるちゃん（1才）

�ご家族からのメッセージ　
　笑ったら目がなくなる笑顔が大好きです。ニコニコ沢山笑って、素敵な人達と
出会って下さいね。元気いっぱいの 2 人が大好きです。

名田町野島

暴
風
で　

実
も
葉
も
落
ち
し　

柿
の
木
に　

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
に
浮
ぶ　

新
芽
み
つ
け
し�

（
藤
田
町 

N
・
T
）

短
　
歌

酷
暑
逝
く　

晩
節
活
せ
し　

言
魂
は�

（
藤
田
町 

H
・
S
）

濡
れ
縁
を　

浄
め
今
宵
の　

月
ま
つ
る�

（
日
高
町　

P.N
蒲
公
英
）

俳
　
句
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女性会　ゆらブロ
ック　江ノ駒支部

藤本　京子さん

JA Kisyu
Cooking
vol.052

きのこ類（生しいたけ、エリンギ、し
めじ、まいたけ、えのき等）
� 合わせて約400ｇ
ピーマン、パプリカ� 合わせて約100ｇ
豚ひき肉� 150ｇ
しょうが� 2０ｇ
にんにく� １かけ
唐辛子� １本（お好みで）
豆板醤� 小さじ１／２（お好みで）

サラダ油� 大さじ1
ごま油（仕上げ用）� 大さじ１～２
塩コショウ� 少々
　水� １５０ｍｌ
　醤油� 大さじ２
　みりん� 大さじ１と１／２
　みそ� 大さじ１
　片栗粉�� 大さじ２
　水� 大さじ３

＊材　料（約 3～ 4人前）＊

麻
マーボー

婆 き の こ

作 り 方

A

B

ぽん！

❶

しょうが、にんにくは皮
をむいてみじん切りに
する。唐辛子は種を取り
輪切りにする。

しめじは石づきをとって
ほぐし、他のきのこ類
は一口大に切る。

フライパンにサラダ油、
しょうが、にんにく、唐
辛子を入れて火にかけ
る。

豚ひき肉を炒める。しっ
かり火が通ったら、塩
コショウで下味をつけ
る。

❷ ❸ ❹ ❺

ピーマン、パプリカは種
を取り、一口大に切る。

❻

ピーマン、パプリカを加
えて炒める。

Ａと豆板醤を加えて、
ひと煮立ちさせる。

Bの水溶き片栗粉を加
えて、とろみをつける。

火を止めて、仕上げに
ごま油をふり、完成。

❼ ❽ ❾ ❿

きのこ類を加えて炒め
る。

きのこたっぷりで食べごたえ
抜群なのにヘルシー！
ちょっと和風でピリ辛の
味付けが、ご飯に
よく合います♪
辛さはお好みで調節して
くださいね。


